
1-5建 築環境研究センター活動報告

建築環境研究センター長 崔 軍

所員 市川 尚紀,松 本 慎也,寺 井 雅和

1.平 成27年 度活動報告

建 築環境セ ンター は,住 宅 の省エネル ギー性 ・快適性 ・安全性 ・耐久性 を向上 させ るた

め,こ れまでは,住 宅 の 自然エネル ギー の有効活用,24時 間全館 空調 システ ムの有効性,

木 質耐力壁の耐震 性,太 陽電池 ア レイ搭載型構造物 の安全性及 びガ ラス制震壁の 開発 につ

いて研 究 を行 って きた.ま た,今 年度 か らは,ヒ ノキ小径 木間伐材 を使 用 した省エネハ ウ

スの開発 も始 めた.

①住宅の自然冷暖房システムの開発(市 川 尚紀,崔 軍)

これまでは,地 中に埋設 した ドラム缶に雨水を貯め,そ の冷熱 を直接利用 して,室 内の

冷房をする実験を行ってきた.そ の成果 として,平 成26年 度に,実 験住宅の1階 及び2

階の部屋 と連動させて冷暖房実験を行い,真 夏 日であれば計18畳 の部屋を継続 して冷房

することができることを確認 している.平 成27年 度は,こ の地中埋設雨水タンクを活用

した雨水熱源地中熱ヒー トポンプシステムの戸建住宅への適用可能性について検討を行い,

当該システムの改良に着手 した.今 後は,地 中熱 ヒー トポンプシステムを用いた冷暖房の

実験 とシミュレーションを行 う予定である.

②全館空調システムを有する木造住宅の省エネ性能に関す る研究(崔 軍,市 川 尚紀)

24時 間全館空調システムはヒー トショックの対策 として有効である.し か しなが ら,ラ

ンニングコス トが高いため,北 海道を除いた地域では一般住宅への導入がほとん どないの

が実情である.本 研究は,快 適な室内温熱環境を保ちながら,冷 暖房の電力消費量 と電気

料金を抑 えられる実用的な住宅用24時 間全館空調システムの構築を目指すものである.

これまでは,暖房時における蓄熱ブロックと埋設ダク トの有効性 を確認 したが,今年度は,

夏期実測を行い,冷 房時における蓄熱ブロックと埋設ダク トの有効性も明 らかにした.

③太陽電池ア レイ搭載型構造物に対する薄肉開断面打込み杭の安全性能評価に関する研究

(松本 慎也)

近年,太 陽電池ア レイ(ソ ーラーパネル)を 設置す る構造物の需要が急増 している.本

研究課題はこれ らの太陽電池アレイ搭載型構造物に対す る薄肉開断面打込み杭における構

造的安全性 を検証 し,そ の設計手法を確立す ることを目的として実施 した.

④竹材の有効利用に関する研究(寺 井 雅和)

竹は入手や加工が容易であり,か つ軽量なので運搬 コス トが低く,建 設分野に竹材を積

極的に活用することで,建 築物の製造コス トを低 く抑えることが可能になる.伐 採竹の有

効利用と環境問題への対策 として有効利用す ることを目的として,竹 筋コンクリー ト構造

物の生産を目指 している.今 年度は,竹 材をコンクリー ト構造物の主筋として用いる際に

問題 となる,① 付着性状の向上,② 定着部の開発,③ 継手の性能評価,を 目的 として,い

くつかの実験を行った.
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⑤ ヒノキ小径 木間伐材 を使用 した省エ ネハ ウスの開発(崔 軍,市 川 尚紀,松 本 慎也,寺

井 雅 和)

本研 究は,地 方創 生 に向けて,中 山間地 の未利用 な資源 であ るヒノキ小径木の 間伐材 を

集成 壁体 に加 工 して,住 宅用建 材 として販 売す るこ とを 目指す.今 年 度 は,2.4m×6.Om

×2.7mHの 小屋(ヒ ノキハ ウス)を キャ ンパ ス内に設 置 し,そ の室内温熱環境及び木材 の

材料 特性 について測定 した.室 内温熱環境 につ いて,現 状 の(暖 房 設備 と断熱材 を使用 し

ない)ヒ ノキハ ウスで は,真 冬 に快適 な室 内環境 を得 ることが困難で ある結果 となったが,

材料 特性 について は,一 般的 な ヒノキの圧縮強度 であった.

2.共 同研究

な し

3.主 要な研究業績

(1)著 書(0件)

な し

(2)論 文(7件)

1)菅 原 遼,市 川 尚紀,畔 柳 昭雄,"都 心部 の水辺 の社 会実験 に見 る事業ス キー ムに関す

る研 究",沿 岸域学会誌,Vol.28,No.1,(2015・6),pp.61・70

2)松 本 慎 也,山 田 裕義,山 下 粛,尭 勝久,山 口 善徳,民 永 健太 朗,"太 陽電池ア レ

イ搭載型構造物 の安全性能評価 に関す る研 究",近 畿大 学次世代基盤技 術研 究所報 告,

Vo1.6,(2015-6),pp.79-89

3)寺 井 雅 和,佐 藤 孝典,福 原 実苗,松 永 智也,吉 岡 智和,"ガ ラス制震壁 に関す る開

発(木 造住宅用 ガ ラス制震壁 の静的載荷実験)",近 畿大学次世代基盤 技術研究所報告,

Vo1.6,(2015-6),pp.79-88

4)寺 井 雅 和,"【 再録論文 】竹筋 定着 の性能評価 に関す る実験的研究",近 畿大学次世代

基盤 技術研 究所報告,Vol.6,(2015-6),pp.175-178

5)李 亮,松 本 慎也,大 久保 孝昭,米 倉 亜州夫,"常 時微動計 測に よる道路橋床板の振

動 モー ドの推 定 と新設 高架橋の初期値 計測",コ ンク リー トエ学年 次論文集,第37巻,

第1号,(2015-7),pp.1837-1842

6)寺 井 雅 和,"竹 筋定着 に関す る実験 的研 究",近 畿大学工学部研究報告,No.49,(2015・12),

pp.31-36

7)高 坂 憲治,松 本 慎也,藤 井 大地,"ESO法 とグラン ドス トラクチ ャ法 を用 いた骨組

構 造物 の位 相最適化",日 本建築学会構造 系論文集,第81巻,第721号,(2016-3),

pp.547-553

(3)学 会 発 表(21件)

1)TeraiMasakazu,"StudyonDevelopmentofCementCompositesReinforcedwith

BambooFibers",FirstInternationalConferenceonBio-basedBuildingMaterials

(ICBBM),Posterpresentation,Clermont-Ferrand(France),(2015-6)
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2)崔 軍,"24時 間全館空調 システ ムを有す る戸建住 宅の電力消費量 と電気料金 に関す る

実測調 査 そ の2夏 期 の実測結果",日 本建築 学会 大会学術講演梗概集,環 境工学H,

(2015-9),pp.901-902(CD-ROM)

3)武 中 正英,市 川 尚紀,難 波 義郎,"カ トマ ンズ盆地王宮広場周辺の ダルマ シャー ラ と

共同水 場 に関す る研究 一世界遺産バ クタプル全域 を対象 として 一",日 本建築学会大会

学術 講演梗概集(関 東),農 村計画,(2015・9),NO.6070,pp.149・150(CD・ROM)

4)松 本 慎 也,"木 質樹脂複合材料 に よる木造建築物 の耐震性 向上 に関す る研 究",日 本建

築学会大会学術講演梗概集(関 東),C-1(構 造III),(2015-9),pp.141-142(CD-ROM)

5-9)寺 井 雅 和,佐 藤 孝典,福 原 実苗,松 永 智也,吉 岡 智和,"ガ ラス制震壁 に関す る

開発(そ の1～5)",日 本建 築学会大会 学術講演梗概 集(関 東),構 造II,(2015・9),

pp.819-828

10)寺 井 雅和,"竹 筋 コン クリー トの機械 式定着 に関す る実験的研究",第11回 複合 ・合

成構 造の活用 に関す るシンポジ ウム講演集,(2015-11),(CD-ROM)

11)崔 軍,"居 住者の温冷感 を考慮 した空調負荷計算法 の実験検 証 その1温 冷感 を室温

及 び グローブ温度で評価す る場合 の壁放射暖房 の投入熱 量",日 本建築学会 中国支部研

究報告集,第39巻,(2016-3),pp.451-454(CD-ROM)

12)武 中 正英,市 川 尚紀,齊 藤 正,難 波 義郎,"バ ク タプル にお けるゴルカ地震 による

ダルマシ ャー ラの被害実態調査 一ネパール ・カ トマ ンズ盆地にお ける王宮広場周辺 の生

活 空間に関す る研究 そ の3-",日 本 建築学会 中国支部研究報告集,第39巻,NO.604,

(2016-3),pp.725-728(CD-ROM)

13)松 本 慎也,山 田 裕 義,山 下 粛,尭 勝 久,山 口 善徳,民 永 健太 朗,"太 陽電池 ア レ

イ支持架台 を対象 とした 開断面鋼矢板形状 打込み杭 の力学的特性 に関す る研究",日 本

建 築学会 中国支部研究報告集,第39巻,(2016・3),pp.385・388(CD・ROM)

14)松 山 幸平,松 本 慎也,佐 藤 公章,"軽 量角形鋼管 に よる耐震 天井構 造の開発 に関す

る研 究",日 本建築学会 中国支部研 究報告集,第39巻,(2016-3),pp.25-28(CD-ROM)

15)柴 戸 啓太,李 亮,大 久保 孝昭,寺 本 篤 史,横 川 健一郎,松 本 慎 也,"無 線加速度

セ ンサ を活用 した既存建築物 の振動特性 の把握",日 本建 築学会 中国支部研究報告集,

第39巻,(2016・3),pp.29・32(CD・ROM)

16)佐 藤 航平,松 本 慎也,石 橋 宏平,大 久保 孝昭,寺 本 篤史,松 浦 辰 彦,"無 線セ ン

サシステム を用いた材料 の濡れモ ニタ リング技術 に関す る研 究 その1屋 外環境 に対

す る基 礎 的 実 験",日 本 建 築 学 会 中 国支 部 研 究 報 告 集,第39巻,(2016-3),

pp.69-72(CD-ROM)

17)石 橋 宏 平,大 久保 孝昭,寺 本 篤 史,野 崎 有美,松 本 慎也,松 浦 辰 彦,"無 線セ ン

サ システ ムを用いた材料 の濡 れモ ニタ リング技術 に関す る研究 その2セ ンサ性能

の把握 と屋 内環境 に対す る活用法 の検討",日 本建築 学会 中国支部研 究報告集,第39

巻,(2016-3),pp.73-76(CD-ROM)

18)高 坂 憲治,松 本 慎也,藤 井 大地,"ESO法 とグ ラン ドス トラクチ ャ法 を用いた骨組

構 造 物 の位 相 最適 化",日 本建 築 学会 中国支部 研 究報 告集,第39巻,(2016-3),

pp.77-80(CD-ROM)
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19)山 崎 進一,松 本 慎也,藤 井 大地,"ESO法 を用 いた骨組構 造物の ダンパー配置",

日本 建築学会 中国支部研究報告集,第39巻,(2016-3),pp.81-84(CD-ROM)

20)新 内 洋平,松 本 慎也,藤 井 大地,"IESO法 を用 いた3次 元構 造物 の位 相最適化",

日本 建築学会 中国支部研究報告集,第39巻,(2016-3),pp.85・88(CD-ROM)

21)山 田 法 仁,寺 井 雅 和,"粗 骨材 の最大 寸法 を考慮 した コン ク リー ト強度 の寸法 効

果",日 本建 築学会 中国支部研 究報 告集,第39巻,(2016・3),pp.205・208(CD-ROM)

(4)講 演(4件)

1)市 川 尚 紀,"東 広 島 の 茅 葺 き民 家 の分 布 と特 徴",第6回 茅 葺 き フ ォ ー ラ ム,ア ザ レア ホ

ール
,日 本 茅 葺 き文 化 協 会 主 催,2015.6

2)市 川 尚 紀,"既 製 ドラ ム缶 に よ る地 中熱 利 用 住 宅 の提 案",環 境 ・エ ネル ギ ー 第1回 技

術 事 業 化 交 流 会,(公 財)ち ゅ うご く産 業 創 造 セ ンタ ー 主催,2015.8

3)TakanoriIchikawa,"SustainableArchitectureinJapan",ThammasatUniversity

SpecialLecture,2015.11

4)TakanoriIchikawa,"SustainableArchitectureProjectinJapan",Chulalongkorn

UniversitySpecialLecture,2015.11

4,外 部資金獲得(8件)

1)崔 軍:科 学研究費 基盤研究(C)「居住者の温冷感を考慮 した空調負荷計算法の実験検証」

(研究代表者)

2)市 川 尚紀:科 学研究費 基盤研究(C)「既製 ドラム缶を活用 した太陽熱 ・雨水 ・地中熱に

よる自然冷暖房 システムの開発」(研究代表者)

3)松 本 慎也:科 学研究費 基盤研究(C)「 軽量角形鋼管による耐震天井構造の開発」(研究

代表者)

4)松 本 慎也:科 学研究費 基盤研究(B)「材料の濡れモニタ リングによる建築外壁部材の劣

化防止技術の確立に関する研究」(研究分担者)

5)寺 井 雅和:科 学研究費 基盤研究(B)「実部材に基づく既存建物の耐震性能評価に関する

研究」(研究分担者)

6)崔 軍:受 託研究費 「24時間全館空調システムを有す る戸建住宅に用いた蓄熱ブロック

の性能評価」,(株)ワ ール ドルームブリス

7)崔 軍,松 本 慎也:受 託研究費 「ヒノキ小径木間伐材 を使用 した省エネハ ウスの開発」,

広島県林産資源協同組合

8)松 本 慎也:受 託研究費1件
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5.学 外兼務業務

1)崔 軍:

日本建築学会中国支部環境工学委員会 委員

空気調和 ・衛生工学会中国 ・四国支部学術研究委員会 委員

広島市産業振興センター 工業技術支援ア ドバイザー

日本サステナブル建築協会 非住宅建築物の環境関連データベース検討委員会 委員

2)市 川 尚紀:

日本建築学会環境工学本委員会水辺の公私計画論検討小委員会 委員

日本建築学会中国支部環境工学委員会 委員

日本都市計画学会中国四国支部企画 ・研究委員会 委員

東広島市環境審議会 委員

宮島口まちづくり国際コンペ審査部会 委員

3)松 本 慎也

日本建築学会応用力学運営委員会 委員

日本建築学会中国支部材料施工委員会 幹事

広島県構造計算適合性判定委員

4)寺 井 雅和

日本建築学会中国支部構造委員会 委員

6,そ の 他

1)市 川 尚 紀:中 国 新 聞 「古 民 家 再 生 プ ロ ジ ェ ク ト」,2015.6.5

RCCテ レ ビNス タ 「茅 葺 き フォ ー ラム 」,2015.6.7

中 国 新 聞 「茅 葺 き フ ォー ラ ム」,2015.6.7

NHKお は よ う 日本 「茅 葺 き フ ォー ラ ム」,2015.6.7

フ ジ テ レ ビホ ンマ で っ かTV「 実 験 住 宅 」,2015.6.10
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